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ットを有する 2 つのコーディング法を提案し、安定した IPL の挙動を実チップの測定
により確認した内容がまとめられている。 
 




タについて、SRAM の評価指標として用いられる SNM を用いた解析により、設計パ
ラメータのモデル化が行われている。さらには、SNM解析を行った結果を応用し動作
マージンの広い改良型の回路が提案されている。さらには、レギュレータやサポートレ
ギュレータを付加する必要のない電源スタック回路構造に関する研究が行われている。
こちらの研究では、各回路ブロックでのスイッチング遷移数を等しくするための各種コ
ーディング法の検討がなされている。提案された 2つのコーディング法を適用すること
により、各回路ブロック間のスイッチング遷移数の差を少なくすることに成功している。
また、各種コーディング法の実証のため、実チップを作成し、実測データから提案され
た理論の検証も行われている。本論文で検討された技術は、集積回路において、今後も
重要課題として挙げられる微細化、低電圧化、素子ばらつき、電源ばらつき等への対策
として、有用な知見を与えていくものである。 
 本論文に関し、公聴会において、調査委員、および一般参加者から、偶数段リングオ
シレータに関して、シミュレーション結果と測定結果のコリレーション、RSNM の
pMOSと nMOSのバランス関係、片チャネルラッチ構成のメリット、本研究の着地点、
および電源スタック構成に関して、上段ブロックと下段ブロックの動作タイミング、入
力 bit数が変化した時の動作に関する質問がなされたが、いずれも著者から満足（明確）
な回答が得られ、質問者の理解が得られた。 
以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が，博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
